
話をしている状況等を目撃した各議員の証言内容　ノ材1

区　　 ．分 Ａ 譲苧 Ｂ 議員 Ｃ　 議員 ．Ｄ　 琴員
巨 億亭

Ｆ　 議員

位置

関係

証言諌早の
場所

吉江諌早の自席の後吉江議員の自席の右 自席→ 最前列から2列目の 太田議員の鹿の横の二人の後方
方一斗
議場出入ロ

境（壁側）→
議場出入Ｐ→
議場の外

議場出入ロ 途中、この通行中（軍
月議員のあたり）右

手方向

壁沿い

上條洋幹議員

の場所

吉江議員の自席の後
方

富江議員の自席に牽
づく

吉江議員の自席に
「吉江君、ちょっと話・
をしようや」と近づく

→譲場出入ロ

吉江議員の自席の左
後ろ・

吉江議員の自席付近吉江議員の自席の後
方

→ 議場出入ロ

吉江議員の
場所

自席にいたかどうか
はっきりしない

自席から1、2歩移
動、
帰ろうとしているよう・
に見えた

（自席から）足早に議
場を出ようとした

自席（立うていた） 自席付近 自席で立って風呂敷
に書類を包んでいた ▲

→議場出入口

目撃

内容

行為のあった
場所

（見ていない）ｒ 声をかけたとき間に

一人いたため、手が
届．かなかったのは目
撃

上條議員は手を伸ば
しふれようとした

（見ていない） （見ていない） 触れたかどうか記憶
にない

触った身体の

場所

（見ていない） 触れた現場は見てい
ない

触った瞬間は見てい
ない

（見ていない） （見ていない） 触れたかどうか記憶

にない

触った強さ

（見ていない） （見ていない） （見ていない） （見ていない） （見ていない） 触れたかどうか記憶

・にない

触った状況

（見ていない） （見ていない） （見ていない）－ （見ていない）

′ヽ

（見ていない） 触れたかどうか記憶
にない

その鱒の状況

上條議員が「吉江議 上條議員から声をか 吉江議員は足早に護 普通の問いかけをさ 何かもめているのを 吉江議員がｒさわらな
鼻」と手を挙げて呼ん けられ、吉江議員は 場を出ようとし、上條 れている

襲ったという認識は －

見た。 いで下さい」と3回叫
でいました 間違いなく向いた

ここ（議場出入ロ）か

議員が追いかけた
追いかけるとき触れ

んだ記憶はあるこ吉

江議員が先に革場を
ら出た段階で、ドアを
挟んで、大きな声が

した

「さわらないでくださ

いＪというそういう大き
な声が外に聞こえて・
きた

る行為は見ていない
襲ったというふうには
受け止めていない

ない

その後、大きな声で＿
やりとりをしていた

確かではないが、吉
畢議員
「何で私が行かなく
ちやいけないんです
か」
「やめてください」

出ていき、ヰ條革員
が後からいくらか離
れて出ていくのは見
た。



身体への接触を目撃した各議員の証言内容　　一イ2

区 一　　　 分 α 一議員 Ｈ　 議員 1 謹呈 Ｊ 忘
Ｋ 農具 ・⊥　 議畠 竹 篭員

位置

関係

証言議員の
場所

自席

■ｄ■’

自席 自庸→ 自席一→ 自席－→ 太田議員の自席 議場を出たとこ
議場出入ロ→二
吉江議員の控室
前

議場出入ロー→
吉江議員の控室
前

吉江議員の自席
槙の璧側通路

の横付近 ろ、吉江議員の
控圭の左側後
方」槙 ．

上條洋幹議員
の場所

草江護具の召席 吉江議員の自席 吉江議員の自席 吉江議員の自席 吉江議員め自席 吉江議員の自席 吉江議員の控室
のそばへ行った

ー→
議場出入ロ

の後方 の後方→
議場出入ロ→
吉江議員の控圭
前

の後方→
議場串入口→
吉江議員の控圭
前

の後方 の後方 の手前

吉江議員の
琴所

声席→ ・自席 自席→ 自席　 － 自席 自席 吉江議員の控室
議場出入ロ

●ロ

立ち去ろうとして
いた
立ったところくら
い

議場出入ロヤ
吉江議員の控圭

立って風呂敷で
書類を包んでい
た

→議場出入ロ→
吉江議員の捷皇

の手前

目撃

内容

行為のあった
場所

吉江譲具の自席 吉江請負の自席
の近く（立ったと
ころくらい）－

吉江議員の自席

ｌ

（どこの場所で
触うたかは）記憶
が定かでない

吉江議員の自席‾吉江議員の自席 吉江議員の控室
の手前

触った身体の
場所 ．

肩 左肩 を唇の下＝
背中の部分

左の肩の辺
特定できない

肩甲骨のあたり 肩 肩

触った強さ‾

肩に触れたよう 軽くボンボンと トントントンと 手をかけたように手を伸ばして、 触うたあるいは ちょっと手を触る

軽く、ちょっちょっ
とふれる・

に阜えた 触？た 2⊥－3回ぐらい羊
をふれた

吉江議員「さわら
ないでください」と
3回言う

見えた

手が触れるか触
れないか

多分触れた ．

2、3 回触れた 触れた・
襲ったとは思わ
ない。（1月6 日）

触った状況

襲ったよっには見 上條議員から吉 上條議員から吉＿上條議員から吉 上條議員は手を 上條譲．員から吉 何か上條議員が
えなかった

一■亡：）

江議員へ何か話 江議員へ呼びか 江議員へ話し掛 伸ばして「吉江さ．．江議員と話しをし肩にちょっと手を
し掛けでいた けの後 ‘ けていた ん」というふうに 1

呼びかける格好
が見えた

たいとして話し掛
けがあった

さわった

その他の状況
■

吉江議具はｒさ 吉江議員が立ち それから後（吉江 吉江議員の後を 上條議員のｒ地 ｒ上條議員と話し吉江議員　■
わらないでくださ 去ろうとしていた 議員の控圭まで 上条議員で、そ 元代表議員とし たくありません。 何か、丁やめてく
い」と2．3回言っ ところを引き止め の間） の後私が左後ろ て、というなら」と 私忙しいからＪと ださい」とかいう
た　 それから出 るというか気づい上條洋幹議員 －の方からついて 言う言葉を聞い いう発音があっ

て行ってその後
を上條革貞が追
いかける
議場外鱒目撃し

ていない

てくれという感じ ｒ話しをしようじや
ないか」「そうは
言っても、話をし

てもいいじやない
か■Ｊ
吉江議員ｒ時間
がない、忙しい」・
「忙しいからだめ
です」「さわらな
いでください」‾
これだけのやり
取りだった。それ
以外のことはな
かった。
その後手を出さ
なかった

一部始終をしつ
かり見た

いった。

議場の出入ロを
出た鱒の所で、
吉江議員は襲わ
れたという表情を
して、一度倒れこ
むような行串をし
た

何を大げさにと －
思った

襲ったというのは
予想外の言葉

た。 た。（1月6 日）


